
  

令和２年度第２回北海道独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 

北海道職業能力開発促進センター函館訓練センター部会開催概要 

 

 

１ 開催日時  令和３年２月５日（金） １４：００～１５：００ 

２ 開催場所  北海道職業能力開発促進センター函館訓練センター １０１教室 

３ 主な議題  ・令和２年度事業実績について 

        ・令和３年度事業計画について 

        ・その他 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明を行った後、意見交換が行われた。主な意見は以下の

とおり。 

 

 

・コロナ禍の中でポリテクセンター函館で疑似施設見学ができる動画を製作する案は

非常に良いと思う。求職者との接点を増やすため、新しい広報活動にも是非チャレ

ンジしていただきたい。 

 

・今の学生は入社後に研修が充実しているかを重要視している。ポリテクセンター函

館と企業が協力し、IT も含めた生産性向上支援訓練を企業にアプローチすること

で、中小企業でも研修が充実していることを若者にアピールできるのではないか。 

 

・ポリテクセンター函館にも高年齢者の訓練受講生が多くいるため、感染症対策につ

いて特にご配慮いただきたい。 

 

・事業実績を拝見して心強く思った。最終的には雇用を守ることが一番大事だと考え

ており、まずは感染を抑え、経済を回して雇用を安定させるという従来の姿に戻れ

るよう市役所として全力を注ぐので、来年度もご協力いただきたい。 

 

・今後訓練受講生や職員から感染者が発生した場合は、感染者への人権や差別への配

慮に組織として取り組んでいただきたい。 

 

・今後も訓練コースの見直し等を続けていただきたい。最前の課題は雇用の維持で、

全国的にはコロナ禍で解雇や離職が問題となっているが、実質的には解雇はされな

いものの仕事に出られず休職手当ももらえずにいる人が多くいるため、ポリテクセ

ンター函館の周知・広報を多角的に行い再就職に繋がるよう事業内容を伝えていた

だきたい。また、ハローワークや行政機関との連携も深めていただきたい。 

 

・人材不足はどこの企業も抱えている問題であるが、求人がないという人がいる状況

もまだまだ続いている。函館地域のためにも様々なことに取り組んで欲しい。 
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    松浦 俊彦 （座長）北海道教育大学函館校ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ函館校ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

    杉本 秀司     函館公共職業安定所所長 

    津村 健       北海道渡島総合振興局産業振興部地域産業担当部長 

    柏 弘樹      函館市経済部部長 

    長谷川 義樹    連合北海道渡島地域協議会会長 

    竹内 正幸     函館商工会議所事務局長 

    高橋 泰助     北海道中小企業家同友会函館支部支部長 

    亀田 隆史     函館建築工業協同組合理事長 

    高山 則夫     北海道機械工業会函館支部支部長 

 

（敬称略） 


